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　当院では 2006年 1月より 2014年 11月までに，特発性心室細動（IVF）5症例〔Brugada症候群

（BS）3症例，非 BSの IVF 2症例〕にカテーテルアブレーションを施行した．BSの 2症例では，右室

流出路（RVOT）起源と考えられる心室期外収縮（PVC）をトリガーとする心室細動（VF）が確認され，

RVOT前壁側に比較的広範に遅延電位を認めた．同部位の焼灼により 2症例は VF頻度減少，1症例

は再発なく経過．残りの BSの 1症例は三尖弁輪起源と考えられる PVCをトリガーとする VFを呈し

た．三尖弁輪には遅延電位は確認されず，pacemapを指標に焼灼後，VF再発なく経過．一方 IVFの

2症例のうち，1症例は RVOT起源，もう 1症例は右室下壁起源と考えられる PVCによって VFを認

めた．両者とも遅延電位を認めず，pacemapを指標に焼灼後，VFの再発なく経過．本検討から，

BS症例では PVC, VF発生に伝導遅延の関与が考えられ，非 BSの IVFとは異なる電気生理学的特徴

が示唆された．その一方，BSのなかには明らかな伝導遅延を呈さずに PVC, VFを呈する症例も存在

することから，今後のさらなる検討が必要と考えられた．
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